
（平成27年出初め式より）

2015
（平成27年） 2No.125

M I N A B E

広報

第４回定例町議会
出初め式ほか　
成人式
としょかん通信

目　次

くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

・・・・・・・・・・・Ｐ２～Ｐ３
・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４～Ｐ５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６～Ｐ７
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８

・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ９～Ｐ17
・・・・・・Ｐ18～Ｐ19

・・・Ｐ20～Ｐ21

町民の安心・安全を願い

「心新たに！」



ま
し
た
。

　
主
な
歳
入
の
内
訳
は
、国・県
支

出
金
６
２
９
１
万
４
千
円
、繰
入

金
６
２
３
万
３
千
円
、繰
越
金
３
１

６
９
万
円
、町
債
１
億
９
０
０
０
万

円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、下
表
の
と
お

り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
万
４
千

円
を
追
加
し
、総
額
21
億
６
７
６

６
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、保
険
基
盤
安

定
制
度
の
繰
入
金
と
し
て
一
般
会

計
か
ら
１
４
５
１
万
４
千
円
を
繰

り
入
れ
、財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
額
１
４
５
０
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、療
養
給
付
費

と
療
養
費
で
予
算
の
組
み
替
え
３

１
９
万
円
と
、前
期
高
齢
者
納
付

金
１
万
４
千
の
増
額
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
９
１
万

３
千
円
を
追
加
し
、総
額
２
億
９

５
８
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は一般
会
計
か
ら
の

保
険
基
盤
安
定
制
度
繰
入
金
１
６

８
万
円
と
平
成
25
年
度
療
養
給
付

費
負
担
金
精
算
金
４
０
０
万
９
千

円
、平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
特
別
会
計
事
務
費

精
算
金
２
２
２
万
４
千
円
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、保
険
基
盤
安

定
制
度
負
担
金
１
６
８
万
円
と
一

般
会
計
へ
の
繰
出
金
６
２
３
万
３

千
円
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
２
万

９
千
円
を
追
加
し
、総
額
15
億
５

３
１
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
歳
入
の
内
訳
は
、国・県
支

出
金
２
５
８
万
４
千
円
、支
払
基

金
交
付
金
１
８
５
万
５
千
円
な
ど

で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、介
護
保
険
運

営
協
議
会
費
７
万
２
千
円
、介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
の
増

加
に
よ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め

６
３
９
万
７
千
円
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の

追
加
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の

追
加
と
汚
泥
処
理
委
託
料
の
追
加

等
に
よ
る
科
目
更
正
を
行
な
い
ま

し
た
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の

補
正
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
及

び
配
水
管・給
水
管
漏
水
等
修
繕

費
２
０
０
万
円
の
追
加
と
工
事
費

の
組
み
替
え
補
正
で
す
。
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平成２６年度一般会計補正予算（第７号）　歳出補正額と主な内容

＊各費目において人事院勧告による人件費を計上しています。

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

歳 出 合 計

２３万０千円

２億  ３８９万０千円

２４８５万９千円

１７７万０千円

１３９８万１千円

３３０５万７千円

７４６万５千円

３１３万０千円

３５１万２千円

１９０万０千円

２億９３７９万４千円

人事院勧告に伴う人件費23万円

環境保全地域活性化基金積立金
2億円ほか

国民健康保険など特別会計への繰
出金1732万5千円ほか

紀南環境広域施設組合負担金
98万円ほか

多面的機能支払交付金
537万3千円ほか

観光トイレ整備工事請負費
3110万2千円ほか

町道改良物件補償費321万円ほか

防災広場関連概略設計等業務委託料
300万円ほか

前年度学童保育所補助金国県等精算
返還金83万2千円ほか

上潤農地造成水路災害復旧工事補償金
90万円ほか

項　　目 補　正　額 主　な　内　容

　
平
成
26
年
第
４
回
定
例
町
議

会
が
、12
月
12
日（
金
）〜
19
日

（
金
）ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た（
会

期
は
８
日
間
）。こ
の
定
例
会
に
は
、

専
決
処
分
の
承
認
１
件
、議
案
19

件
が
上
程
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結

果
、い
ず
れ
も
承
認
、可
決
さ
れ
ま

し
た
。　

【
承
　
認
】

■
専
決
処
分
の
承
認（
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
））

　
衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
行
わ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
費
用
を

計
上
し
ま
し
た
。

〔
＊
こ
の
案
件
は
、地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
11
月
21
日
に
町
長

の
権
限
で
決
定
さ
れ
た
専
決
処
分

に
つい
て
の
承
認
で
す
。〕

【
議
　
案
】

■
和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

　
串
本
町
古
座
川
町
衛
生
施
設

事
務
組
合
が
和
歌
山
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
に
加
入
す
る
こ
と

に
伴
う
規
約
の
変
更
で
す
。

■
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、雇
用
と
年
金
受
給
の
接
続

を
図
る
措
置
と
し
て
、再
任
用
制

度
を
導
入
し
、実
施
す
る
た
め
の

条
例
の
改
正
で
す
。こ
の
条
例
は
昨

年
12
月
の
定
例
会
で
否
決
と
な
っ

た
た
め
、再
度
上
程
し
ま
し
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
条

例
の一部
改
正
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、出
産
育
児
一時
金
を
39
万
円

か
ら
40
万
４
千
円
に
改
め
る
た
め

の
条
例
の一部
改
正
で
す
。

■
紀
州
備
長
炭
振
興
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
地
籍
調
査
に
伴
い
、紀
州
備
長

炭
振
興
館（
清
川
）の
所
在
地
の
地

番
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
条
例
の一

部
を
改
正
し
ま
す
。

■
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
児
童
扶
養
手
当
法
の
条
項
の
変

更
に
伴
う
一部
改
正
で
す
。

■
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更

　
平
成
24
年
６
月
に「
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
合
併

市
町
村
に
係
る
地
方
債
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の一
部
を
改
正
す
る

法
律
」が
施
行
さ
れ
、合
併
特
例
債

を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
が

５
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に

伴
い
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画（
市

町
村
建
設
計
画
）の
期
間
を
延
長

し
、関
係
す
る
箇
所
の
変
更
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
変
更
に
よ
り
、平
成
27
年

度
以
降
も
引
き
続
き
有
利
な
合

併
特
例
債
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

●
計
画
の
期
間

　
合
併
年
度
と
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
15
カ
年
に
改

め
ま
し
た
。

●
統
計
デ
ー
タ
の
見
直
し

　
人
口
等
の
指
標
の
時
点
修
正
を

行
い
ま
し
た
。

●
財
政
計
画

　
平
成
25
年
度
ま
で
を
実
績
数
値

に
置
換
え
、平
成
31
年
度
ま
で
を

推
計
し
て
い
ま
す
。

■
鶴
の
湯
温
泉
休
養
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
指
定

管
理
者
に
指
定
し
て
い
る「
有
限

会
社
辻
本
」が
、平
成
27
年
３
月
末

の
指
定
期
間
終
了
を
も
っ
て
、指
定

管
理
者
辞
退
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、公
募
を
行
な
い
適
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
和
歌
山
市
の「
株

式
会
社
日
本
テ
ク
ノ
」を
指
定
し

た
い
旨
を
上
程
し
ま
し
た
。指
定

期
間
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

■
へ
き
地
保
育
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　
ひ
か
り
保
育
所（
東
岩
代
）の
指

定
管
理
者
に
つ
い
て
、３
年
間
の
指

定
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、引
き

続
き「
宗
教
法
人
光
明
寺
」を
指

定
し
た
い
旨
を
上
程
し
ま
し
た
。

指
定
期
間
は
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

　
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
ゆ

う
ゆ
う
館
）の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、３
年
間
の
指
定
期
間
が
終
了

す
る
た
め
、引
き
続
き「
社
会
福

祉
法
人
み
な
べ
町
社
会
福
祉
協
議

会
」を
指
定
し
た
い
旨
を
上
程
し

ま
し
た
。指
定
期
間
は
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

■
紀
州
備
長
炭
振
興
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定

　
紀
州
備
長
炭
振
興
館
の
指
定

管
理
者
に
つ
い
て
、３
年
間
の
指
定

期
間
が
終
了
す
る
た
め
、引
き
続

き「
み
な
べ
川
森
林
組
合
」を
指
定

し
た
い
旨
を
上
程
し
ま
し
た
。指

定
期
間
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
３

７
９
万
４
千
円
を
追
加
し
、総
額

86
億
８
４
１
５
万
１
千
円
と
な
り

主
な
変
更
点
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第
４
回
定
例
町
議
会
開
会

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
条
例
な
ど
を
審
議

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
条
例
な
ど
を
審
議



　
１
月
４
日
、町
交
通
指
導
員
や

田
辺
警
察
署
員
な
ど
約
40
名
が
、

須
賀
神
社（
西
本
庄
）で
、今
年
１

年
の
交
通
安
全
の
祈
願
と
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
が「
本
年
も
一
人
の
犠
牲

者
も
出
な
い
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
、本
日
は
町
民
１

万
３
千
人
の
安
全
を
祈
願
し
た

い
」と
挨
拶
し
、全
員
で
今
年
１

年
の
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　
神
事
の
後
、研
修
会
を
行
い
遠

山
誠
之
介
会
長（
南
道
）が「
今

年
も
交
通
安
全
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」と
挨
拶
。そ
の
後
田

辺
警
察
署
の
谷
端
啓
司
交
通
課

長
か
ら
、昨
年
町
内
で
交
通
事
故

死
者
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、昨

年
の
交
通
情
勢
の
お
話
を
聞
き

交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、昨
年
11
月

に
道
路
管
理
者
、警
察
と
連
携
し

て
通
学
路
の
合
同
安
全
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。各
学
校
か
ら
報

告
の
あ
っ
た
危
険
箇
所
を
中
心
に

現
場
の
状
況
を
確
認
し
、対
策
を

検
討
し
ま
し
た
。今
後
、地
域
の

声
も
伺
い
、歩
道
の
整
備
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
等
、対
策
を
実

施
し
て
い
く
計
画
で
す
。さ
ら
な

る
安
全
確
保
に
は
、児
童
生
徒
へ

の
交
通
安
全
指
導
を
徹
底
し
ま

す
が
、交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
等
、町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
中
に
通
学
路
安
全
推

進
会
議
を
組
織
し
て
、通
学
路
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、定
期

的
に
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

通
学
路
安
全
確
保
に
ご
協
力
を

　
犯
罪
の
抑
制
と
み
な
さ
ん
の
安

全
安
心
を
守
る
た
め
、Ｊ
Ｒ
南
部

駅
前
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
田
辺
署

か
ら「
犯
罪
の
抑
止
に
有
効
で
検

挙
面
で
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
」

な
ど
と
検
討
依
頼
が
あ
り
、町
民

を
委
員
と
す
る
個
人
情
報
保
護

審
査
会（
原
田
武
俊
会
長
）の
意

見
や
議
会
の
承
認
を
受
け
て
設

置
し
ま
し
た
。

　
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分

配
慮
し
、夜
間
等
の
犯
罪
抑
止
や

安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

も
犯
罪
の
発
生
防
止
や
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
等
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
南
部
駅
前
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た

写
真
は
須
賀
橋
東
詰
交
差
点

須
賀
橋
交
差
点
は
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

5
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交
通
指
導
員
会
出
動
式

町
民
１
万
３
千
人
の
安
全
を
祈
願
！

平
成
27
年

平成27年9月26日(土)～10月6日(火)

みなべ町開催競技
山岳競技  
日時 ： 平成27年10月3日（土）～10月5日(月)
場所 ： 南部高等学校山岳競技特設会場（リード） 
　　   南部小学校体育館山岳競技特設会場（ボルダリング）       

日時 ： 平成27年10月2日（金）  
場所 ： 千里ケ丘球場  

軟式野球競技　（1回戦）    

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

　
１
月
５
日（
月
）、町
民
広
場

（
気
佐
藤
）で
消
防
団
員
２
４
１

名
が
出
動
し
て
、平
成
27
年
み
な

べ
町
消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
団
旗
入
場
に
続
い
て
、消
防
団

員
が
き
び
き
び
と
し
た
分
列
行

進
で
入
場
し
、竹
田
和
久
団
長

（
晩
稲
）が「
近
い
将
来
必
ず
起

き
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
津
波
、山
津
波

な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
も

多
発
し
て
い
る
。消
防
団
に
課
せ

ら
れ
た
任
務
は
多
大
。被
害
を

最
小
限
に
し
、減
災
に
努
め
た

い
。」と
災
害
か
ら
町
民
を
守
る

決
意
を
団
員
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。ま
た
、小
谷
町
長
は
、「
防
災

減
災
対
策
と
し
て
、津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
建
築
し
よ
う
と
準
備
を

進
め
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
に
保
育
所
、幼

稚
園
の
高
台
移
転
の
計
画
も
進

め
て
い
る
が
、ハ
ー
ド
面
は
一
気
に

は
い
か
な
い
。ソ
フ
ト
面
で
町
民
の

安
全
安
心
を
守
る
た
め
の
啓
蒙

（
東
岩
代
）、第
５
分
団
副
分
団

長
＝
森
理
晃（
徳
蔵
）、第
１
分

団
班
長
＝
中
川
義
太
郎（
埴

田
）、第
８
分
団
＝
大
野
真
哉（
木

の
川
）、坂
本
忠
裕（
名
之
内
）

●
日
高
地
域
消
防
協
会
会
長
表

彰（
10
年
勤
続
表
彰
）

第
１
分
団
＝
宮
﨑
良
時（
芝

崎
）、第
２
分
団
＝
山
嵜
美
喜
雄

（
北
道
）、籠
畑
高
幸（
東
吉
田
）、

塩
路
真
之（
芝
）、第
３
分
団
＝

東
邦
展（
山
内
）、中
松
紀
雄（
南

道
）、第
５
分
団
＝
片
岡
利
男

（
徳
蔵
）、人
目
将
行（
同
）、山
本

篤
司（
谷
口
）、山
本
佳
則（
同
）、

井
出
務（
筋
）、樫
山
原
吾（
同
）、

日
置
敦
洋（
熊
岡
）第
８
分
団
＝

串
野
正
和（
大
川
）、池
田
拓
也

（
同
）

■
平
成
26
年
中
退
団
者
へ
の
感

謝
状（
役
職
な
ど
は
退
団
時
）

●
県
消
防
協
会
総
裁
感
謝
状

●
み
な
べ
町
長
感
謝
状

団
長
＝
荒
堀
和
雄（
山
内
）、副

団
長
＝
尾
﨑
剛
通（
西
岩
代
）、

第
５
分
団
分
団
長
＝
樫
山
礼
一

（
筋
）、第
６
分
団
副
分
団
長
＝

谷
本
隆
夫（
西
本
庄
）、第
２
分

団
班
長
＝
堅
田
一
夫（
北
道
）、第

１
分
団
＝
濵
口
孝
次（
堺
）、磯
嵜

秀
喜（
埴
田
）、中
野
藤
夫（
同
）、

第
２
分
団
＝
髙
垣
臣
男（
埴
田
）、

第
３
分
団
＝
池
端
正
明（
気
佐

藤
）、第
４
分
団
＝
森
坂
正
宏

（
東
岩
代
）、島
倉
崇（
同
）、第
５

分
団
＝
松
本
直
生（
筋
）、山
下

公（
谷
口
）、森
本
静
夫（
同
）、高

田
智
史（
晩
稲
）、竹
中
友
規

（
同
）、第
６
分
団
＝
中
松
寛（
東

本
庄
）、久
保
雄
紀（
同
）

■
平
成
25
年
度
消
防
功
労
者
表

彰
受
章
者

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰（
功

績
賞
）

第
８
分
団
分
団
長
＝
石
上
進

（
軽
井
川
）

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
30

年
勤
続
章
）

第
８
分
団
分
団
長
＝
石
上
進

（
軽
井
川
）、第
２
分
団
分
団
長

＝
西
原
英
男（
新
町
）、副
分
団

長
＝
庄
司
至（
北
道
）、第
１
分

団
＝
濵
路
隆（
堺
）、第
５
分
団

＝
高
田
智
史（
晩
稲
）

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

第
１
分
団
＝
早
川
義
明（
埴
田
）、

平
野
恒
幸（
堺
）、第
２
分
団
＝

堅
田
恒
三（
北
道
）、松
原
竹
彦

（
同
）、竹
中
美
一（
新
町
）、第
３
分

団
＝
片
山
賀
豊（
新
庄
）、第
４

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

　

活
動
を
お
願
い
し
た
い
。」と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、永
年
勤
続
者
の
表
彰

や
退
職
消
防
団
員
へ
感
謝
状
の

贈
呈
、新
入
団
員
の
紹
介
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、西
本
庄
、須
賀

橋
付
近
の
河
川
敷
に
移
動
し
、全

分
団
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

　

■
平
成
26
年
度
表
彰

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰（
20

年
勤
続
表
彰
）

第
４
分
団
副
分
団
長
＝
大
﨑
剛

分
団
＝
中
本
朋
章（
東
岩
代
）、

川
崎
真
吾（
同
）、島
倉
一（
同
）、

第
５
分
団
＝
鈴
木
大
介（
谷
口
）、

寺
本
孝
浩（
徳
蔵
）、中
井
貴
章

（
筋
）、木
下
俊
一（
晩
稲
）、桐
本

貴
啓（
同
）、杖
尻
翔（
谷
口
）、第

６
分
団
＝
尾
田
賢
治（
東
本
庄
）、

寺
本
典
之（
同
）、山
﨑
和
之

（
同
）、谷
本
尚
士（
西
本
庄
）

〔
敬
称
略
〕

分列行進

荒堀前団長に感謝状を贈呈新入団員の紹介

4

平
成
27
年
消
防
団
出
初
め
式

　

「
被
害
を
最
小
限
に
し
、
減
災
に
努
め
た
い
」

平
成
27
年
消
防
団
出
初
め
式

　

「
被
害
を
最
小
限
に
し
、
減
災
に
努
め
た
い
」

広報みなべ　2015.2
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１
月
４
日（
日
）、平
成
27
年
み

な
べ
町
成
人
式
が
、紀
州
南
部
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今

年
の
新
成
人
は
、平
成
６
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
で
、男
性
92
人
、女
性
77
人 

計
１
６
９
人
で
す（
町
内
の
中
学
校

を
卒
業
後
転
出
し
た
方
や
印
南

町
・
橋
ヶ
谷
の
方
な
ど
も
含
み
ま

す
）。そ
の
う
ち
、１
３
４
人
の
方
が

成
人
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、小
谷
町
長
、田
中
昭

彦
議
会
議
長
、芦
硲
幸
至
教
育
委

員
長
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。そ

れ
に
応
え
て
、成
人
式
実
行
委
員

長
の
楠
本
遼
一
さ
ん
が
、「
自
分
を

信
じ
、若
者
ら
し
く
夢
と
希
望
を

持
っ
て
、責
任
あ
る
行
動
の
と
れ
る

大
人
と
な
る
よ
う
精
進
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　
式
典
の
後
、全
員
で
記
念
撮
影

を
し
、引
き
続
き
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
が
企
画
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
、久
し
ぶ
り
に
出

会
っ
た
友
達
や
恩
師
の
先
生
方
と

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

広報みなべ　2015.2
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若
者
ら
し
く
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、責
任
あ
る
行
動
を
！

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

若
者
ら
し
く
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、責
任
あ
る
行
動
を
！

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。実行委員の皆さん 謝辞を述べる楠本遼一さん

出席された新成人の皆さん

恩師の先生方からお祝の言葉恩師の先生方からお祝の言葉恩師の先生方からお祝の言葉



の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

学
童
保
育
所
臨
時
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
４
月
採
用
の
学
童

保
育
所
臨
時
指
導
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

①
指
導
員
　
２
名

　
保
育
士・幼
稚
園
教
諭・小
学

校
教
諭・中
学
校
教
諭
の
い
ず
れ

か
の
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
免

許
取
得
見
込
み
の
方

②
指
導
員
　
１
名

　
資
格
を
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
期
間
　

　
平
成
27
年
２
月
２
日（
月
）〜

２
月
16
日（
月
）　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
ま
で（
土・日・祝

日
を
除
く
）

■
提
出
書
類

●
履
歴
書（
市
販
品
）

●
①
の
方
は
保
育
士・幼
稚
園
教

諭・小
学
校
教
諭・中
学
校
教
諭

の
い
ず
れ
か
の
免
許
状
の
写
し
又

は
取
得
見
込
証
明
書
も
必
要

■
提
出
先

教
育
委
員
会
　
教
育
学
習
課

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
）

※

応
募
は
郵
送
で
も
可
。但
し
、

２
月
16
日（
月
）ま
で
に
必
着
の

こ
と
。

■
試
験
内
容

　
書
類
審
査
後
、面
接
試
験
を

行
い
ま
す
。（
２
月
下
旬
予
定
）

■
採
用
予
定
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

●
日
時
　
２
月
13
日（
金
）

            

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、安
心
し

て
、よ
り
良
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、町
で
は
２
ヶ
月
に
１
回（
偶

数
月
）に
、消
費
生
活
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員（
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）が
、

▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル

▽
商
品
の
苦
情

▽
生
活
の
知
識

な
ど
、消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

農
業
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
２
月
25
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
の
間
で
順

次●
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

●
申
込
先

　産
業
課
　

●
申
込
締
切
　
２
月
23
日（
月
）

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
い
が

有
利
な
資
金
は
な
い
か
」、「
予
定

通
り
の
販
売
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、運
転
資
金
が
不
足
し
そ
う
だ

が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」な
ど
、農

業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と
な
ら
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公

庫
担
当
者
と
の
個
別
相
談
方
式

で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
。安
心
し
て
ご
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　形や構造のおもしろいものを
中心に６１種。写真が大きくて鮮
やかなこと、説明が詳しいこと、そ
して総ルビなので、３年生くらい
から十分楽しめます。身近な植
物なのに、ツユクサ、キウイ、イチ
ゴ、カタバミなど、意外な形にびっ
くりします！
●おどろきの東京縄文人（瀧井
宏臣）●これならわかる！ クイズ
式たのしい恐竜学（福井県立恐
竜博物館）●自転車まるごと大
事典（自転車まるごと大事典 編
集室）●対訳 北斎の富士（西
村和子）●クイズでひねるだじゃ
れ川柳 レベル１（高村忠範）
●鈴狐騒動変化城（田中哲弥）
●アラビアンナイトのおはなし（中
川正文）●からだのなかにはな
にがある？（キム・ユデ）●古代エ
ジプトよみがえりのひみつ（結城
昌子）

ゆめよみ館・子ども向け

　自然環境に配慮した庭づくり
を行う植木屋夫婦が、二十四節
気で季節を追いながら、庭仕事
を綴りました。立春の芝焼きで病
菌や虫の越冬を防ぎ、啓蟄の頃
の庭仕事で虫の目ざめを感じる
…。身近な自然から季節を感じ
て暮らす楽しさを教えてくれます。
●京都（黒川創）●いとの森の
家（東直子）●北緯66.6°北欧
ラップランド歩き旅（森山伸也）
●日本―喪失と再起の物語　
上下（デイヴィッド・ピリング）●土
砂災害から命を守る（池谷浩）
●朝・昼・晩 はじめてのシニアの
１人分ごはん（村上祥子）●旅
はワン連れ（片野ゆか）●大切な
人を看取る作法（大津秀一）
●フランス人は10着しか服を持
たない（ジェニファー・L・スコット）

ゆめよみ館・大人向け

　昔ながらの素朴な和のおやつ
を作り続けている町野さん（まっ
ちん）の、和テイストな洋風焼き菓
子のレシピ本です。どれもバター・
生クリーム不使用、砂糖・卵ひか
えめでヘルシー。家にある材料で
気軽に作れるものばかり。すぐに
作りたくなってしまいます。
●僕は小説が書けない（中村
航・中田永一）●冬の薔薇 立ち
向かうこと 恐れずに（小林凛・日
野原重明）●子育てをラクにす
る魔法のツボ（高橋みど里）●作
業療法士になるには（濱口豊
太）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
２月4日（水）午後３時から

　絵本は大人の心も豊かにしてくれます。深く心に残り、何度
も読み返したくなる絵本があります。大人におすすめしたい絵
本を紹介します。

「大人も絵本！」1階

　家族も、友だちも、そして生きものも、思いあったり、助けあっ
たりして、心はぬくぬく、ほかほかとすごせたらいいな。そんな、
あたたかい絵本やおはなしを、いちばん寒い今の季節にいか
がでしょう？

「ぬくぬく　ほかほか」2階

ず
か
ん

　た
ね

 

　
　

  

　
　
　

     

近
田
文
弘（
技
術
評
論
社
）

二
十
四
節
気
で
楽
し
む
庭
仕
事

     

ひ
き
ち
ガ
ー
デ
ン
サ
ー
ビ
ス（
築
地
書
館
）

ま
っ
ち
ん
の
か
ん
た
ん
焼
き
お
や
つ

                         

町
野
仁
英（
マ
イ
ナ
ビ
）

１日（日）ボランティア養成講座（14：00～）

２日（月）休館

７日（土）わくわくタイム（10：30～）

　　　 おはなし会（14:00～）

           ポップ大賞展（～15日）

９日（月）休館

12日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

14日（土）おはなし会（14:00～）

15日（日）ボランティア養成講座（14：00～）

16日（月）休館

21日（土）おはなし会（14:00～）

23日（月）休館

26日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

27日（金）休館（館内整理日）

28日（土）ビデオ上映会（10：30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

3月2日（月）休館

ゆめよみ館・2月のカレンダー

●いのちの花 ペットの殺処分０
を願う女子高生たち（綾野まさ
る）●地図で学ぶ日本の歴史人
物（池上彰）●さがしえ12つき
（なかざわくみこ）

　今年もボランティアさんの協力で、手
作り絵本や大型絵本、歌、パネルシア
ター、そしてくじびきで楽しく過ごしまし
た。48名のご参加がありました。

　毎月第２水曜日の午後３時から行っ
ています。絵本を15～20分くらい読ん
だ後、工作などをします。どうぞお気軽
にご参加ください。

ポップ大賞展

冬休みおはなし会

　

2月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信
　毎年の、南部、神島、田辺工業に加えて、今年は、南紀、熊野、
田辺の各高校も参加くださいます。ポップ、図書館通信など、若い
センスをお楽しみください。

■２月7日（土）～２月15日（日） ゆめよみ館

上南部分館 おはなしの会

12月の工作、クリスマスカード
作りの様子です※２月は第2水曜日が祝日のため、第1水曜

　日に変更します。
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国
民
年
金
に
は
、保
険
料
を

ま
と
め
て
納
め
る
と
割
引
き
さ

れ
る
な
ど
、様
々
な
制
度
が
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
早
割
制
度
〕

　
口
座
振
替
日（
通
常
は
翌
月

末
）を
当
月
末
に
す
る
と
、保
険

料
が
１
か
月
あ
た
り
50
円
割
引

さ
れ
ま
す
。

　
初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、初

回
の
み
前
月
分
と
当
月
分
が一緒

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〔
前
納
割
引
制
度
〕

　
４
月
か
ら
の
２
年
分
、１
年

分
、６
か
月
分
を
前
納
す
る
と
割

引
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
口
座
振

替
で
前
納
す
る
と
現
金（
納
付

書
）で
納
め
る
よ
り
も
割
引
に
な

り
ま
す（
下
表
の
と
お
り
）。口
座

振
替
で
の
前
納
は
２
月
末
ま
で

に
申
込
み
が
必
要
で
す
。（
口
座

振
替
日
は
４
月
末
）

 

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、２
月
27
日（
金
）ま
で
に
金
融

機
関
、郵
便
局
、年
金
事
務
所
の

い
ず
れ
か
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い（※

年
金
手
帳
、預
貯
金
通
帳・

通
帳
届
出
印
が
必
要
で
す
）。

　
現
金
で
の
前
納
は
４
月
に
送

ら
れ
て
く
る
前
納
用
の
納
付
書

を
使
っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い

（※

２
年
前
納
は
口
座
振
込
の
み

の
取
り
扱
い
で
す
）。

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の

割
引
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
仮
称
）み
な
べ
町
子
ど
も・子
育
て

支
援
事
業
計
画（
素
案
）に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

前納による割引額

〔
保
険
料
の
後
納
制
度
〕

　
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
に

限
り
、過
去
10
年
以
内
に
収
め

忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
将
来

受
給
で
き
る
年
金
額
が
増
え
る

ほ
か
、受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、す
で

に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
後
納
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。後
納
で
き
る
期
間
や
金

額
な
ど
、く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
付
加
年
金
の
上
乗
せ
支
給
〕

　
第
１
号
被
保
険
者
や
任
意
加

入
被
保
険
者
が
保
険
料
に
付
加

保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
加

え
て
納
め
る
と
、老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金（
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数
）が
上
乗
せ

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
、田
辺
年
金
事
務
所（
℡
24
│

０
４
３
２
）ま
た
は
、住
民
福
祉

課
国
民
年
金
係
ま
で
。

（平成26年度保険料による推計）

２年分前納

１年分前納

６か月分前納

口座振替

口座振替

現金納付

口座振替

現金納付

３５５,２８０

１７９,１６０

１７９,７５０

　９０,４６０

　９０,７６０

前納額（円）納付方法

１４,８００

　３,８４０

　３,２５０

　１,０４０

　　 ７４０

割引額（円）

　「
子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制

度
」が
平
成
27
年
４
月
か
ら
本

格
施
行
す
る
予
定
で
す
。新
制

度
の
施
行
に
伴
い
、町
で
は
平
成

27
年
度
か
ら
５
年
間
を
一期
と
す

る
幼
児
期
の
学
校
教
育・保
育
及

び
地
域
の
子
ど
も・子
育
て
支
援

事
業
の
量
や
見
込
み
、提
供
体
制

等
を
踏
ま
え
た「（
仮
称
）み
な
べ

町
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計

画（
素
案
）」を
策
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画（
素
案
）に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
様
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間

　
２
月
16
日（
月
）〜
２
月
27

（
金
）〔
必
着
〕

計
画（
素
案
）の
閲
覧
及
び
配
布

場
所
　
住
民
福
祉
課

提
出
で
き
る
方

　
町
在
住・在
勤・在
学
の
方
、町

内
に
事
務
所・事
業
所
を
有
す
る

個
人
及
び
法
人

提
出
方
法

　
所
定
ま
た
は
任
意
の
用
紙
へ
ご

記
入
い
た
だ
き
、住
民
福
祉
課
へ

郵
送・フ
ァッ
ク
ス
ま
た
は
直
接
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
及
び
提
出
先（
受
付
窓

口
）

　
住
民
福
祉
課
　
児
童
福
祉
担
当

〒
6
4
5
│
0
0
0
2

み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地
　
　

T
E
L 

72
│
２
１
６
１

F
A
X 

72
│
３
８
９
３

意
見
等
に
関
す
る
考
え
方
の
公

表　
受
付
を
し
た
意
見
は
類
型
化

し
、町
の
考
え
方
を
付
し
て
公
表

し
ま
す（
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ

ん
）。※

提
出
い
た
だ
い
た
意
見

等
の
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
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入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
受
付
は

３
月
２
日
か
ら

総
務
課
検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課
検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　
町
が
平
成
27
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
、測
量・建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
、物
品
の
販
売
、

役
務
の
提
供
等
の
競
争
入
札
に
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
町
内
業
者

の
方
は
、申
請
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、建
設
工
事

に
つ
い
て
は
、今
回
は
追
加
受
付

と
な
り
ま
す
の
で
、新
た
に
入
札

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
期
間
は
、平
成
27
年
３

月
２
日（
月
）か
ら
３
月
31
日

（
火
）ま
で（
土
・日
・
祝
日
を
除

く
）で
す
。必
ず
期
限
ま
で
に
申

請
書
と
添
付
書
類
を
検
査
室
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
書
類
等
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、検
査
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
度
第
１
回
入
札
状
況
審
査
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た

委
員
会
で
の
質
疑（
抜
粋
）

●
み
な
べ
町
Ｌ
Ｅ
Ｄ
避
難
誘
導

灯
設
置
工
事
に
つ
い
て

問
　
こ
の
工
事
は
、国
の
補
助
対

象
で
す
か
。

答
　
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
って

い
ま
す
。

問
　
町
内
業
者
で
入
札
し
て
い

る
が
、二
次
製
品
の
比
率
が
高
い

と
思
い
ま
す
が
、資
材
の
積
算
根

拠
は
。

答
　
複
数
の
メ
ー
カ
ー
に
見
積
り

依
頼
を
し
て
、単
価
決
定
し
て
い

ま
す
。

問
　
落
札
価
格
に
は
、４
箇
所
そ

れ
ぞ
れ
の
金
額
は
出
て
い
ま
す

か
。

答
　
合
算
し
た
、一
括
の
金
額
で

す
。

●
町
道
東
神
野
川
線
道
路
改
良

工
事
に
つ
い
て

問
　
最
低
制
限
価
格
と
同
額
で

の
入
札
と
な
って
い
る
が
。

答
　
最
低
制
限
基
準
額
を
算
出

し
て
、ラ
ン
ダ
ム
係
数
を
予
測
し
、

そ
の
価
格
で
入
札
し
た
結
果
、同

額
と
な
って
い
ま
す
。

問
　
こ
の
工
事
を
３
つ
に
分
け
た

理
由
は
。

答
　
工
事
件
数
が
減
っ
て
い
る
た

め
、業
者
の
育
成
と
、ま
た
工
事

の
全
長
が
長
い
の
で
、分
割
で
き

る
も
の
は
す
る
と
い
う
考
え
で
、

今
後
も
そ
の
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
そ
の
場
合
の
経
費
は
。

答
　
個
々
の
工
事
ご
と
に
し
て
い

ま
す
。

●
城
橋
・
向
平
橋
橋
梁
補
修
工

事
に
つ
い
て

問
　
こ
の
工
事
は
耐
震
化
対
策

で
す
か
。

答
　
耐
震
化
で
は
な
く
、長
寿

命
化
対
策
工
事
で
す
。

問
　
橋
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
、

優
先
順
位
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
。

答
　
長
寿
命
化
を
考
え
て
い
る

の
で
、点
検
結
果
を
元
に
橋
梁
を

補
修
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

問
　
15
ｍ
以
上
の
67
橋
を
点
検

し
て
い
る
が
、そ
れ
未
満
の
橋
も

点
検
す
る
ん
で
す
か
。

答
　
今
後
、点
検
す
る
方
向
で

考
え
て
い
ま
す
。

※

入
札
状
況
審
査
委
員
会
の
議

事
概
要
に
つ
い
て
は
、検
査
室
に

て
公
表
し
て
い
ま
す
。

１
月
か
ら「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の

対
象
と
な
る
疾
病
が

１
５
１
疾
病
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

　
平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
障
害
者
総
合
支
援
法
で
、障

が
い
者
の
範
囲
に
難
病
を
有
す

る
方
が
新
た
に
加
わ
り
、障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
と

な
る
疾
病
が
１
３
０
疾
病
か
ら
１

５
１
疾
病
へ
拡
大
さ
れ
て
い
ま

す
。対
象
と
な
る
方
は
、障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、必

要
と
認
め
ら
れ
る
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
が
で
き
ま

す
。

○
対
象
者
＝
対
象
疾
患（
１
５
１

疾
患
）に
よ
る
障
が
い
が
あ
る
方

○
手
続
き
＝
対
象
疾
患
に
罹
患

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明
書

（
診
断
書
又
は
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
等
）を
お
持
ち
の
上
、

住
民
福
祉
課
の
担
当
に
支
給
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。障
害
支
援

区
分
の
認
定
や
支
給
決
定
等
の

手
続
き
を
経
て
、必
要
と
認
め
ら

れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
疾
患
や
手
続
き
方
法
な

ど
、く
わ
し
い
こ
と
は
住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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み
な
べ
町
農
業
振
興
協
議
会

で
は
、活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
み

な
べ
町
農
業
を
め
ざ
し
、農
業
振

興
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｒ
事
業
、研
究

事
業
、地
域
づ
く
り
事
業
の
取
り

組
み
に
対
し
て
助
成
し
、町
農
業

の
活
性
化
を
図
る
新
た
な
団
体

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　
農
業
振
興
に
取
り
組
む
町
内

在
住
の
３
人
以
上
か
ら
な
る
グ

ル
ー
プ

●
助
成
対
象
事
業
等

①
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

②
地
産
地
消
の
取
り
組
み

③
食
の
安
心・安
全
へ
の
取
り
組

み④
研
究
事
業

⑤
そ
の
他
農
業
振
興
に
つ
な
が
る

地
域
で
の
新
た
な
取
り
組
み

＊
た
だ
し
、既
に
実
施
済
み
の
も

の
や
他
の
機
関
か
ら
の
助
成
を

受
け
て
実
施
す
る
も
の
は
対
象

外
と
し
ま
す
。

●
事
業
実
施
期
間

　

　
平
成
27
年
５
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日

●
募
集
期
間

　
平
成
27
年
２
月
２
日（
月
）〜

２
月
27
日（
金
）の
午
後
５
時
ま

で●
提
出
書
類

　

　
事
業
申
込
書
、事
業
計
画
書
、

予
算
書
な
ど（
提
出
書
類
の
用

紙
は
、う
め
課
に
あ
り
ま
す
）

●
選
考
方
法
等

　
農
業
振
興
協
議
会
で
書
類
に

よ
る一次
選
考
と
、ヒ
ヤ
リ
ン
グ
等

の
二
次
審
査
会
を
行
い
ま
す
。審

査
結
果
を
も
と
に
農
業
振
興
協

議
会
の
承
認
を
受
け
、本
事
業

予
算
額
の
範
囲
内
で
助
成
金
交

付
の
可
否
お
よ
び
金
額
を
決
定

し
ま
す（
助
成
金
の
限
度
額
は

上
限
50
万
円
以
内
と
し
、助
成

率
は
対
象
と
な
る
経
費
の
10
分

の
９
以
内
と
し
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ
及
び
提
出
先

　
助
成
対
象
経
費
な
ど
事
業
の

く
わ
し
い
内
容
や
書
類
の
提
出

は
、農
業
振
興
協
議
会
事
務
局

（
う
め
課・役
場
１
階
）ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

「
農
業
振
興
団
体
等
助
成
事
業
」を
募
集

町
農
業
の
活
性
化
を
図
る
新
た
な
団
体
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
み
な
べ
野
菜
研
究
会
で
は
、

「
観
梅
時
期
に
白
一
面
の
梅
の
花

の
中
に
紅
い
花
が
あ
っ
た
ら
も
っ

と
美
し
い
」と
の
思
い
で
、５
年
前

か
ら
紅
梅
普
及
活
動（
紅
る
い
み

な
べ
）と
し
て
、紅
梅
苗
を
作
り

各
梅
林
に
配
布
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
昨
年
か
ら
は
、こ
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
に
、

梅
苗
を
無
料
で
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。今
年
も
お
ひ
と
り
１
本
・

先
着
順
に
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま

す（
本
数
に
限
り
あ
り
）。

　
こ
の
梅
は
、ほ
と
ん
ど
実
が
な

り
ま
せ
ん
が
、交
配
樹
と
し
て
も

有
効
で
す
。

　
お
申
込
み
は
役
場
う
め
課（
℡

74̶

３
２
７
６
）ま
で
、電
話
で
お

願
い
し
ま
す
。みな

べ
野
菜
研
究
会

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

●
●
●
●

●

開 催 日
受 付 時 間
開 催 場 所
参加対象者

申 込 締 切
※当日は参加申込者以外（乳幼児でも）入場でき
ません。申込用紙は、うめ課及び各公民館におい
ています。

２月１５日（日）
午前１１時～午前１１時３０分
上南部小学校体育館
小学生以上（高学年以上が望まし
い）
※小学生は必ず保護者同伴
２月５日（木）

梅干しおにぎりで
ギネス世界記録 に挑戦！！
　梅干し入りおにぎりを握る人数で、

世界記録を狙いませんか。

Ⓡ

南部郷梅対策協議会

「
紅
る
い
み
な
べ
」

を
創
り
ま
し
ょ
う

　

あ
か

〜
み
な
べ
野
菜
研
究
会
が

　
　紅
梅
苗
を
無
料
配
布
〜

●
●
●
●

開 催 日
申込締切
募集人員
参 加 費

３月31日（火）
３月17日（火）
先着５０名
５００円（保険代）

「みなべウォーク」
参加者募集

お問い合せ及び申込先

みなべ観光協会（℡７４－８７８７・火曜日休み）

千里観音初午の魅力探検コース

先着
50名

歩程
約4㎞

岩代駅→片倉峠→千里の浜→
千里王子→千里観音→岩代駅

梅干しでおにぎり実行委員会主催 運営
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町
は
、２
月
16
日（
月
）〜
３
月

16
日（
月
）ま
で
、申
告
の
受
付
を

行
い
ま
す（
詳
し
い
日
程
等
は
こ

の
広
報
紙
と一緒
に
お
届
け
し
ま

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
還
付
申
告
は
２
月
２
日（
月
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
農
業・漁
業・商
工
業・営
業
な

ど
の
方
、源
泉
徴
収
を
し
て
い
な

い
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
、配

当
所
得
や
不
動
産
所
得
、一
時
所

得
が
あ
っ
た
な
ど
申
告
義
務
の
あ

る
方
は
、忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※

確
定
申
告
書
は
、所
得
金
額

や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な

書
類
で
す
。自
己
責
任
の
も
と
、

ご
自
身
で
ご
記
入
く
だ
さ
い（
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、改

め
て
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。　

　
な
お
、個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
、３
月
31
日（
火
）ま

で
で
す
。

　
確
定
申
告
・
申
告
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、御
坊
税
務
署

（
代
表
℡
０
７
３
８̶
22̶

０
６
９

５
）か
、役
場
税
務
課
へ
。

町
県
民
税
の
申
告・所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
付
は
２
月
16
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で

　
２
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）・

27
日（
金
）に
、御
坊
税
務
署
員

に
よ
る
出
張
相
談
が
、役
場
３
階

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
譲
渡
所
得（
土
地
な
ど
の
売

買
）、ま
た
は
消
費
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、こ
の
出
張
相
談
日

に
来
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相
談
日
は

２
月
25
日・26
日・27
日
の
３
日
間

所
得
税・贈
与
税
の
納
税
も
３
月
16
日
ま
で

〈
口
座
振
替
な
ら
４
月
20
日
〉

　
所
得
税
と
贈
与
税
の
納
税

も
、３
月
16
日（
月
）ま
で
で
す
。

　
所
得
税
は
預
金
口
座
か
ら
の

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
と
、振
替
納
付
日
は
４
月
20
日

（
月
）に
な
り
ま
す
。

　
消
費
税
の
納
税
は
、３
月
31
日

（
火
）ま
で
で
す
。振
替
納
税
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、振
替
納

付
日
は
、４
月
23
日（
木
）に
な
り

ま
す
。

国
保
税
の
所
得
申
告
も
４
月
15
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

　
世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

収
入
が
な
く
て
も
所
得
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
世
帯

主
は
、国
保
加
入
者
で
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、原
則
と
し
て
国
保

税
の
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
）。

　
申
告
を
し
な
い
と
、未
申
告
扱

い
と
な
り
、国
保
税
減
額
の
特
例

（
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
７

割
・５
割
・２
割
軽
減
）を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

所
得
が
無
く
て
も
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、４
月
15

日（
水
）ま
で
に
税
務
課
窓
口
へ
お

越
し
く
だ
さ
い（
申
告
に
は
認
め

印
が
必
要
で
す
）。

■
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
も
、収
入
が

な
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。　

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

　
軽
自
動
車
税
は
、４
月

１
日
現
在
、そ
の
車
両
の
所

有
者
登
録
を
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。そ
の
た

め
、車
両
の
廃
車
や
譲
渡
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

３
月
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛

失
し
た
場
合
も
、そ
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
と
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出

先◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原

動
機
付
自
転
車
、小
型
特

殊
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
）↓
役
場
税
務
課
へ
。

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二

輪
車
↓
和
歌
山
運
輸
支
局

（
℡
０
５
０̶

５
５
４
０̶

２

０
６
５
）へ
。

◆
軽
自
動
車
↓
軽
自
動
車

検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

（
℡
０
７
３̶

４
３
３̶

４
６

５
５
）へ
。

廃
車
や
名
義
変
更
は

３
月
ま
で
に

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

す
。

　
な
お
、確
定
申
告
書
の
控
に
御

坊
税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な

方
は
、２
月
25
日
〜
27
日
の
出
張

相
談
日
に
税
務
署
員
に
受
付
し

て
も
ら
って
く
だ
さ
い
。
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●家具類
　Ｌ字金具で固定　
　二段重ねの家具は
　平方金具で固定

●ピアノ
　ピアノ移動防止
　器具をつける

●ガラス
　ガラス飛散防止フィルムを貼る

●照明器具
　チェーンなどで
　天井に3点固定　
　開き扉には掛け金を

補助対象者（世帯）
　①65歳以上の一人暮らし高齢者
　②世帯構成員がすべて65歳以上の世帯の世帯主
　③身体障害者手帳（１級、２級、３級）の交付を受けている者で、一人暮らし又は65歳以上の高齢者のみと同
　　居する世帯の世帯主
　④療育手帳の交付を受けている者で、一人暮らし又は65歳以上の高齢者のみと同居する世帯の世帯主
　⑤精神障害者保健福祉手帳（１級、２級、３級）の交付を受けている者で、一人暮らし又は65歳以上の高齢者
　　のみと同居する世帯の世帯主
　⑥身体障害者手帳（１級、２級、３級）、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者のみの世
　　帯の世帯主
　⑦生活保護世帯の世帯主

補助対象経費
　●Ｌ型金具、家具連結用金具、チェーン式器具、
　　ベルト式器具、ストッパー式器具、
　　ポール式（つっぱり棒式）器具などの購入費
　●金具（器具）の取り付け費

補助金額
　補助対象経費の１００％（上限４，０００円）

補助金の申請方法
　①～③の書類を総務課防災係に提出してください。
　補助対象者の身の回りの世話を普段からしている世帯の方などの代理申請も可能です。
　①町指定の申請書（高齢者世帯等防火防災機器設置補助金交付申請書）
　②補助対象経費が確認できる書類（領収書など）
　③振込口座が確認できる書類

その他
　高齢者世帯等防火防災機器設置補助金では、従来からの住宅用火災警報器設置補助金を利用されていな
い方を対象に、住宅用火災警報器の購入又は設置費用の一部補助（上限４，０００円）もしています

　大きな揺れの地震が発生したとき、住居が倒壊しなくても家具の転倒などにより大きな被害
を受けてしまうことがあります。
　町では、高齢者のみの世帯や障がい者のみの世帯などを対象に、家具転倒防止金具（器具）の
購入費用又は取り付け費用等の一部を補助しています。

総務課（℡７2ー2051）からお知らせ総務課（℡７2ー2051）からお知らせ

家具転倒防止金具等の購入、
又は取り付け費を補助します!

くわしくは、総務課防災係（℡７２－２０５１）までお問い合わせください。
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■募集期間
　２月９日（月）～２月２０日（金）
■資格要件
　① １年以上みなべ町内に住所又は勤務場所を有すること。
　② 清川団地は、ＵＪＩターン者も申し込み可。
　③ 現に同居し、又は同居しようとする親族がいること。（井之台１ＤＫを除く）
　④ 市町村税又は町営住宅の家賃を滞納していない者であること。
　⑤ 現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。
　⑥ 申込者又は現に同居し、若しくは同居しようとする親族が暴力団員でないこと。
　⑦ 井之台１ＤＫは、単身者の場合６０歳以上の方（または昭和３１年４月１日以前に生まれた方）、身体障害者
　　 手帳１級から４級までの交付を受けている方など
■必要書類
　① 入居申込書、宣誓及び同意書　＊用紙は役場建設課にあります。
　② 申込者及び同居する親族全員の住民票
　③ 申込者及び同居する親族全員の平成25年度所得証明書
　④ 申込者及び同居する親族全員の市町村税に未納がない証明書
　⑤ その他、町が必要とする書類 
■申込書類提出先
　みなべ町役場 建設課　午前８時３０分～午後５時１５分まで（土・日・祝日を除く）
■選考方法
　募集締め切り後、町営住宅選考委員会で審査を行い入居順位を決定しますが、順位の決め難い場合は、抽
　選対象世帯による公開抽選を行います。
■その他
　申込み資格要件に該当しない場合や、提出書類に不備がある場合は受け付けできません。
　申込みを希望される方は、事前に役場建設課で資格要件、必要書類等をご確認ください。
　井之台４ＤＫは、増築部分（入居者管理）を譲り受けることができる方。

■入居募集住宅

※猪野西部団地は南部保育所近く、井之台団地は芝崎会館横、清川団地は清川小学校の川向いです。
※収入基準(月額) ＝(申込者及び同居する親族全員の平成24年分合計所得－公営住宅法で定める世帯控除額)÷12
※裁量世帯とは
　○申込者が昭和31年4月1日以前生まれで、かつ、同居する親族のいずれもが昭和31年4月1日以前生まれ又は18歳
　未満である世帯
　○申込者又は同居する親族が、身体障がい者手帳(１～４級)の交付を受けている世帯
　○同居する親族に小学校就学前の子どもがいる世帯　など

建設課（℡７4ー３３３５）からお知らせ建設課（℡７4ー３３３５）からお知らせ

町営住宅の入居者を募集します
団地名 構　　造 家賃（月額） 入 居 収 入 基 準

月　　額　114,000円以下
(裁量世帯　139,000円以下)
月　　額　 158,000円以下
(裁量世帯　214,000円以下)
月　　額　 114,000円以下
(裁量世帯　139,000円以下)
月　　額　 158,000円以下
(裁量世帯　214,000円以下)

13,700円～
　　 18,100円
14,400円～
　　 28,400円
12,100円～
　　 16,000円
17,600円～
　　 34,500円

間取

4ＤＫ １戸

１戸

2戸

１戸

4ＤＫ
+増築

1ＤＫ

3ＤＫ

駐車場

無

無

無

有

簡易耐火2階建

簡易耐火2階建

木造２階建

準耐火2階建
集合住宅

清 川

井之台

井之台

猪　野
（西部）

昭和
50年
昭和
53年
平成
23年
平成
13年

建設
年度

募集
戸数

入居対象
世帯員数

3人以上

3人以上

単身者
又は2人

2人以上
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター

（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

新団員募集中！ガール
スカウト
みなべガールスカウトが、平成２7年度の新入団員を募集します。
　●募集人数　若干名
　●募集学年　新小学１年生及び低学年（いつでも入団可能です。）
　●応募方法　教育学習課（℡７４－３１３４）へ電話で申し込んでくださ
　　　　　　　い。その際、児童名・学校名・保護者名・住所・電話番号
　　　　　　　をお聞きします。
　●申込締切　２月２0日（金）（仮申し込みになります）
＊いつでも集会は開放していますが、体験日として、３月７日（土）、３月１
５日（日）を設けますので、見学に来てください。体験日以外の日も見学
できますので、教育学習課までお問い合わせください

ガールスカウトリーダーも募集中
　ガールスカウトに興味のある方、成人の方でリーダーとしてご協力
いただける方を募集しています。お問い合わせは教育学習課まで。

平成27年度

募集内容についての説明会を
２月21日（土）午前10時から午
後３時まで、自衛隊御坊地域事
務所（御坊駅前）で行いますの
でお越しください。
お問い合わせ・資料請求は、自
衛隊御坊地域事務所または役
場総務課へ。

〒６４４－００１２
御坊市湯川町小松原４１０－１　
丸仁第１ビル１階
電話 ０７３８－２３－００２０
携帯 ０７０－６５８９－０３２７
又は ０７０－６５９１－１０１０
（平日の午前９時～午後６時まで）

●自衛隊幹部候補生（一般・技術）
　応募資格　22歳以上26歳未満の者
●歯科・薬剤科幹部候補生
　応募資格　専門大卒20歳以上30歳未満
　　　　　　の者
●医科・歯科幹部自衛官
　応募資格　医師、歯科医師の免許取得者

●予備自衛官補（一般・技能）
　応募資格

　招集手当　日額７,９００円

自衛官募集今こそ
君の力を！

ひきこもり
       からの回復

～ひきこもり経験者からのメッセージ～

説明会を開催

受付期間  ３月１日～５月１日（締切日必着）

受付期間  １月８日～３月24日（締切日必着）

（一般）18歳以上34歳未満の者
（技能）18歳以上で国家免許資
　　　格等を有する者

日 時 平成27年２月19日（木）13：30～15：30

場 所 上富田町文化会館　和室

定 員 ２０名

対 象 ひきこもりの問題について関心のある方
（家族や本人、支援者など）

内 容 ひきこもり経験者２名に自身の経験や
回復についてお話ししていただきます。
コーディネーター
南芳樹氏（南紀若者サポートステーション訪問支援員）

和歌山県精神保健福祉センターに
電話またはＦＡＸでお申し込みください。

TEL 073－435－5194
FAX 073－435－5193

問い合わせ・申し込み
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ＮＨＫ学園通信制高等学校
生徒募集のお知らせ

近畿財務局からのお知らせ

応募方法

あなたの思い出の場所
＆エピソード募集中

ＮＨＫ『にっぽん縦断こころ旅～２０１５春の旅～』

きんざい金融ホットライン

　「未公開株」「私募債」「ファンド」「不動産」「エネルギー資源」など様々な投資商品について、投資詐欺が発生
しています。
　悪質業者は、言葉巧みに投資話を持ち掛け、すぐに取引しないと、権利が無くなるなどと急がせ、早くお金を
渡すように要求してきます。
　お金を渡す前に、ぜひ近畿財務局へ相談してください。

　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校普通科、福祉教育、生涯
学習通信講座の生徒・受講者を募集しています。まずは、無料
の案内書をご請求ください。　NHK BSプレミアムでは、番組に寄せられた手紙をもと

に旅人が、自転車で日本を縦断する『にっぽん縦断こころ
旅』を放送中です。
　「人生を変えた忘れられない場所」、「ずっと残したいふる
さとの風景」など、視聴者の皆さんから寄せられた風景とエ
ピソードが、「旅人」のルートを決めます。
　みなべ町内の自慢したい風景や思い出、エピソードなど、
たくさんのお便りをお待ちしています。

住所・氏名・年齢・性別・連絡先を記入し、投稿内容を記載して、番組
へ。番組ホームページ、FAXまたはお便りでお願いします。
●番組HP　    http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
●FAX　　 　 ０３－３４６５－１３２７
●お便りは・・　〒１５０－８００１　ＮＨＫ「こころ旅」係

投資詐欺にご注意！！

悪質業者の存在、金融機関等の金融サービス等に関する
利用者からの各種情報提供を受け付けています。

０６－６９４９－６２５９ （平日 9時～17時）
ＦＡＸ ： ０６－６９４９－６７９０  

〒540-8550  大阪市中央区大手前4－1－76  近畿財務局 きんざい金融ホットライン
ＵＲＬ  http://kinki.mof.go.jp/ 　　　Ｍａｉｌ  k-hotline@kk.lfb-mof.go.jp 
近畿財務局 多重債務相談窓口 （平日 ９時～１７時）   電話 06-6949-6523・6875

 近畿財務局
携帯ｳｪﾌﾞｻｲﾄ

「ほんとかな?」
「おかしいな?」
と思ったら・・
迷わず相談して

ください！

※案内書・願書の請求は
〒１８６－８００１ 東京都国立市富士見台2－36－2 ＮＨＫ学園広報
フリーダイヤル 0120-06-8881　FAX 042-574-1006

名
称

概

　
　
　要

募
集
対
象

出
願
・
申
込
方
法

履
修
年
数

広域通信制
高等学校普通科

全国どこからでも入
学可能。ＮＨＫのテレ
ビ・ラジオの放送を
利用した特色のある
教育課程で、３年間
で高校卒業資格を
取得できます。登校
は、月に１～２回。

３年（但し、転編入あ
り）

中学校を卒業した
方、または2015年
3月に卒業見込みの
方。高等学校中退者
他。

ご請求により入学案
内書と願書をお届け
します。

願
書
・
申
込
受
付

2015年
4月30日まで
（必着）

社会福祉士養成課程

地域や社会福祉施
設等で、高齢者や障
がい者に対して福祉
に関する相談援助を
専門的に行う国家資
格である社会福祉
士の受検資格を取
得できます。

１年～２年

一般養成科：大学等
を卒業した方
短期養成科：福祉系
大学等において基
礎科目を履修して卒
業した方等。

ご請求により入学案
内書と願書をお届け
します。

2015年
2月25日まで
（必着）

生涯学習通信講座

趣味・教養から語学・
資格まで、幅広い
ジャンルの講座が
200コース以上あ
ります。（主な講座：
俳句、短歌、川柳、書
道、ペン字、絵手紙、
写真、など）

受講期間
３ヶ月～１年（講座に
よって異なります）

一般

ご請求により案内書
をお届けします。

通年申込受付

和歌山県の放送予定は３月３０日（月）～４月３日（金）

応募締切
２月１６日（月）必着
詳しくは番組ホームページをご覧く
ださい
お問い合わせは、
ＮＨＫふれあいセンター
（０５７０）０６６－０６６（ナビダイヤル）
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■
■

■
■
■

対 象 者
日 　 時

場 　 所
内 　 容
面談医師

おおむね６５歳以上のみなべ町民
２月16日（月）
午後１時30分～午後４時頃まで
はあと館（芝４４７－２番地）
個別面談（１人３０分程度）
みなべメンタルクリニック　角前院長

日 　 時
場 　 所
対 　 象
内 　 容

２月26日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
赤ちゃんの食事（離乳食の試食をします）

※事前に申し込みが必要です。申込はこひつじランド
またはふれ愛センターまで

マタニティー＆ベビーサロン

■２月２４日（火）
　9：00～12：00 みなべ町役場
　13：30～16：00 介護老人福祉施設　虹 
　
　田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人である
　ことを証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

日 　 時
場 　 所
対 　 象
申 込 み

申 込 先

持 ち 物
自己負担

２月16日（月）13：30～15：00
ふれ愛センター
生後２ヶ月～10ヶ月のベビー
２月13日（金）まで

※申し込みが必要です（先着20名程度）
こひつじランド（愛之園保育園内）
℡７２－２３７１
タオル1～2枚、バスタオル1枚
５００円（オイル代等）

ベビーマッサージ

高血圧予防教室

～ ～

　和歌山県立医科大学がこれまで和歌山県下で行ってきた
動脈硬化検診の結果をふまえながら、高血圧や脳血管疾
患、心疾患、腎臓病といった生活習慣病や認知症の予防に
ついてお話をしていただきます。今回は家庭血圧測定を約
１ヶ月間してくださった方のデータも盛り込んでのお話となって
います。
　どなたでも参加できます（参加費無料）。ぜひご参加ください。
●開催日　２月２０日（金）
●時　間　午後２時３０分～３時（受付・血管年齢測定等
　　　　　　（希望者のみ））
　　　　　午後３時～４時３０分（講演）
●場　所　ふれ愛センター
●講　師　和歌山県立医科大学　有田幹雄教授
（和歌山県立医科大学附属病院紀北分院長）
★講演会前後で医師の個別相談や、肥満度測定付き血
管年齢測定システム「メタボリ先生」による測定、骨密度測
定、血圧測定、健康相談も行ないます。
　くわしくは、ふれ愛センター保健師（７４－３３３７）までお問
い合わせください。　

予約申込み・問合せ先　町地域包括支援センター（℡74－８０６５）
＊相談をスムーズに行うため、事前に予約申し込みをしてください。

■

■
■

■

日 　 時

場 　 所
内 　 容

参 加 費

２月19日（木）午前10時開始
（13時終了予定）
清川公民館
●塩分チェック、野菜を一皿増やそう（調理実

習・メニューは当日のお楽しみ）●血管年齢測定もできます♪
※自宅で作った味噌汁等の汁物を持参していただければ、
塩分の測定ができます。

無料

　ふれ愛センターでは、毎日（土曜日の午後及び日曜・祝日を
除く）　ボランティアによる喫茶を運営しています。
　時間は、午前９時～11時と午後１時30分～３時です。
　月1～2回ほど、２時間程度、コーヒーなどを入れたり、みんな
とお話をしたりしてくれる方、年齢を問わず募集しています。
　人とのふれあいの大好きな方、ぜひご協力下さい。
　お問い合せは、ふれ愛センター保健師まで

■持ってくる物　お米１合、エプロン、三角巾（バンダナ）、タオル、マスク
申し込みは２月12日（木）までにふれ愛センターへ（74－３３３７）
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トレーニング教室

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

２月６日（金）・13日（金）・20日（金）・27日（金）
18：00～21：00
トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00
健康リズム体操（音楽に合わせて
行う楽しい体操です。）
※参加費は無料。
成人ならどなたでも参加ＯＫです。
20日（金）のみ血管年齢・体脂肪測定
できます

南部保育所
（℡72-4520） ３日（火） 10：00～11：00　

３日（火） 10：00～11：00

３日（火） 10：00～11：00

場所：はあと館
（社会福祉センター）

上南部保育所
（℡74-3022）
高城保育所
（℡75-2044）

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

４・10か月児健診
（平成26年10月・４月生まれ） ２月６日（金） 12：45～13：15

２月18日（水） 12：45～13：15

２月25日（水） 12：45～13：15

健診名（対象乳幼児） 実　施　日 受 付 時 間

1歳6か月児健診
（平成25年７月・８月生まれ）
2歳6か月児健診
（平成24年７月・８月・９月生まれ）

節分まつり2月

3月

愛之園保育園
（℡72-2371） ２日（月）

※要申し込み 10：00～11：00

13日（金） 10：00～11：00上南部保育所

お店やさんごっこ

清川保育所
（℡76-2251） 10日（火） 10：00～11：00

19日（木） 10：00～11：00高城保育所
25日（水） 10：00～11：00上南部保育所

自由遊び

高城保育所
ひなまつり ３日（火） 10：00～11：00

３日（火） 10：00～11：00
南部保育所
親子で遊ぼう

２日（月）・17日（火） 10：00～11：00
上南部保育所
自由遊び　
愛之園保育園　　お　休　み

６日（金）
（雨天中止） 10：00～11：00清川保育所

外で自由遊び

　女性特有のがんは、早期に発見されれば完治の可能性が
高いとされています。
　平成26年５月に、年齢に応じて対象者の方に、子宮がん・乳
がん検診の「無料クーポン券」と「検診手帳」を送付していま
す。本来必要な自己負担（８００円～１２００円）が無料で受診
できます。まだ受診されていない方は、ぜひこの機会に検診を
受けてください。クーポン券の有効期限は、平成27年3月31日
です。
対象者
〔子宮がん〕平成26年度で、２１才・２６才・３１才・３６才・４１才に
なっている方、又はなる方で、平成21年度からクーポン未利用者
〔乳がん〕平成26年度で４１才・４６才・５１才・５６才・６１才になっ
ている方、又はなる方で、平成21年度からクーポン未利用者

　昨年、ミニドックやがん検診を受診して「精密検査が必要」
と言われたのに、まだ検査に行っていないという方はいらっしゃ
いませんか。精密検査を受けないと、本来の目的である「がん
の早期発見」ができません。早く医療機関へ行って、検査を受
けることをおすすめします。
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月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●５日（木）13：30～15：30
◇役場（芝）で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）

（IP電話・PHSからは
℡03-6700-1165へ）

月～金曜日
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・
祝日は休み）
第２土曜日

午前9：30～午後4：00

●13日（金）13：00～16：00
◇役場（芝）で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
　◇ふれ愛センターで

●毎週月～金曜日9：00～16：00
　◇はあと館（片町）で

●26日（木）13：00～15：00　
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2946）へ。

●14日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆冬の省エネルギー月間

◆「はたちの献血」キャンペーン
◆共同募金運動◆ウォームビズ
◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン

◆平成26年分の贈与税の申告
　（2日～3月16日）

◆平成25年分所得税および復興
特別所得税の確定申告（2月16日
～3月16日）

　民生児童委員さんは生活苦、家族
の介護、いじめなど親身に相談に
のってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題につ
いては、地域担当の民生児童委員さ
んと一体になって活動する主任児
童委員さんもいます。近くの民生児
童委員さんのお名前やくわしいこと
は、住民福祉課（℡72-2161）へ。

◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～3月31日）
◆緑の募金（～5月31日）

2 3 4
■町内各保育園・保育所・幼稚園、
節分■高城保、バイキング給食
■南部中、新入生入学説明会
■清川小、開校記念日・なわとび大
会・うどん会食■おひさま広場（保
育所開放）、節分（10：00～、南部
保・上南部保・高城保）

■南部保、絵本の読み聞かせ
■清川小5年生、喫煙防止教室
■高城中3年生、福祉体験学習

■南部幼、避難訓練
■おひさま広場（保育所開放）、お
店やさんごっこ（10：00～、愛之
園保）■岩代小、節分集会
各納期　町県民税（普通徴収4期）/
国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料・介護保険料（普通徴収7期）
／水道料金・公共下水道使用料
（11・12月分）/農業集落排水使用
料（12・1月分）の各窓口納付

節分 立春

9 10 11
■ひかり保、マラソン大会
■上南部保、遠足（町内）
■高城保、新入児入所説明会
■おひさま広場（保育所開放）、
　自由遊び（10：00～、清川保）

■南部梅林　梅供養（10：00～）・
創立50周年記念式典 南部高校吹
奏楽部演奏会・梅料理ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
（11：00～）・もち投げ（14：30）
■岩代大梅林　芸能祭〔炭琴・大正
琴・銭太鼓・獅子舞〕（11：00～）・
もちつき・柾式炊飯教室・夜梅祭
（日没～20：30）

■岩代小、なわとび集会

建国記念の日

16 17 18
■ひかり保、避難訓練
■愛之園保、クッキング
■岩代小、梅学習（おにぎり作り）
■上南部小、校内音楽会

■南部幼年中・年少児、生活発表会
■白梅幼・南部小、避難訓練
■清川保、遠足（梅林）
■高城保、保育参加・マラソン大会
■愛之園保、クッキング
■南部保、新入児入所説明会
■高城小5年生、喫煙防止教室
■高城中2年生、平和学習
■1歳６か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）

■南部小、新入児体験入学
■高城中1年生、福祉体験学習
■育児講座　おやこでクッキング
（10：00～・ふれ愛センター）
■ベビーマッサージ（13：30～・
ふれ愛センター）
■町県民税の申告・所得税の確定
申告受付開始（～3月16日）

23 24 25
■上南部保、マラソン大会
■愛之園保、根来先生とあそぼう 
わらべうた
■献血（9：00～12：00役場、13：
30～16：00介護老人福祉施設 
虹）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（14：30～）

■南部幼、新入児体験入園■愛之
園保、eco孫爺  一緒にじゃがいも
植え＆浜掃除■上南部小、新入児
体験入学■岩代小、学習発表会
■清川小、授業参観■おひさま広
場（保育所開放）、自由遊び（10：
00～、上南部保）■2歳６か月児健
診（12：45～・ふれ愛センター）
■税務署員による出張相談日（～
27日）

■清川保、クッキング・避難訓練
■愛之園保、お外であそぼう
■上南部小、やる気アップウィー
ク（～27日）
■清川小、ひとり暮らしのお年寄
りさん宅訪問

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆冬の省エネルギー月間

◆「はたちの献血」キャンペーン
◆共同募金運動◆ウォームビズ
◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン

◆平成26年分の贈与税の申告
　（2日～3月16日）

◆平成25年分所得税および復興
特別所得税の確定申告（2月16日
～3月16日）

◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～3月31日）
◆緑の募金（～5月31日）

■南部梅林　歩婚ツアー〔合同ハ
イキング大会〕・お茶席（10：30
～）・三線ちゅら会＆Big-K（13：
00～）

1

5 7
■愛之園保、避難訓練
■白梅幼、新入児入園説明会
■高城中、新入生入学説明会
■人権・行政相談（13：30～・役
場）

■岩代小、梅学習（ラベル貼り）
■上南部中、お別れ球技大会
■４・10か月児健診（12：45～・
ふれ愛センター）

■白梅幼、園開放日■ひかり保、岩
代梅林で踊り発表■ポップ大賞展
（～15日・ゆめよみ館）■町長・議
長杯中学生ソフトテニス大会（～8
日）■南部梅林　梅の種とばし大
会（13：30～）■岩代大梅林　獅
子舞（12：00～・14：00～）・よさ
こい鳴子踊り（13：30～）・キッズ
ダンス（13：00～）

■高城小、日曜授業参観・教育講演
会
■岩代大梅林　和太鼓体験（12：
00～）・梅の種飛ばし大会（13：
00～）
■南部梅林　お楽しみクイズ大会
（13：00～）・よさこいおどり
（14：00～）・もち投げ（14：30）

86 北方領土の日

12 14
■上南部小、音楽集会・梅林写生
■高城中3年生、薬物乱用防止教室
■南部長寿大学（14：00～・南部
公民館）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（15：30～）

■南部保・遠足（梅林）
■上南部保、お店やさんごっこ・お
ひさま広場（保育所開放・10：00
～）
■上南部中、新入生入学説明会
■高城中、生徒会お別れ会
■消費生活相談会（13：00～・役
場）

■南部幼、ふれあい日■愛之園保、
懇談会■田辺年金事務所・年金相
談窓口開設（9：30～16：00）■岩
代大梅林　うめＭＵＳＩＣフェス
〔南部高×南部中 吹奏学部×ジュ
ニアバンド〕（11：00～）・もちつ
き・夜梅祭（日没～20：30）■南部
梅林　唄って民謡 聞いて民謡〔紀
州梅音頭踊り 他 津軽三味線〕
（13：00～）・もち投げ（14：30）

■市町村対抗ジュニア駅伝競走大
会（和歌山市）
■紀州みなべ梅干しおにぎりで世
界記録に挑戦
■南部梅林　炭琴演奏会（11：00
～）・新日本舞踊（13：30～）・もち
投げ（14：30）
■岩代大梅林　よさこい　梅花見
まつり（12：00～）

1513

19 21
■高城保、避難訓練
■南部保、クッキング
■おひさま広場（保育所開放）、自
由遊び（10：00～、高城保）

■上南部保・愛之園保、避難訓練
■高城保、遠足（梅林）
■南部保、山本祥子さんコンサー
ト・避難訓練

■南部幼年長児、生活発表会
■白梅幼、園開放日■ひかり保、保
育参観■愛之園保、懇談会■南部
郷図工美術作品展（～22日・生涯
学習センター）■岩代大梅林　も
ちつき（11：00～）・LIVE IN  
IWASHIRO〔藪下将人さん〕（12：
00～）・夜梅祭（日没～20：30）
■南部梅林　和歌山県警察音楽隊
コンサート（13：00～）・もち投げ
（14：30）

■南部梅林　北道王子太鼓（13：
00～）・もち投げ（14：30）
■岩代大梅林　ゆるキャラ大集
合・吉本芸人「わんだーらんど」お
笑いライブ（11：00～）

2220食育の日 旅券の日

26 28
■南部幼、昼食会
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■高城小4・5年生、餅つき・新入児
体験入学
■清川小、お別れ遠足

■南部幼、ふれあい日
■岩代小、ダンボール・アルミ缶回
収
■岩代大梅林　Fun×Fam LIVE
〔ﾌﾟﾗﾗとｻｲｺﾛｹﾞｰﾑ〕（12：00～）
■南部梅林　紙芝居〔南部梅林の
歴史〕（13：30～）・フラダンス
（14:00～）

■岩代大梅林　獅子舞（11：30
～、13：00～）・もちまき（14：00
～）■南部梅林　閉園（予定）

3/127

岩代大梅林開園

各梅林の催しは、開花状況や
天候により変更する場合が
あります。


